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金型の提案力とスピード対応で
差別化を図り、収益性を高める

ɾ̞ܕۚ ɾ̩ڭҭͷ̏ۀࣄをల։
昭和２４年の創業から、冷間鍛造部品用金型の設計・

製造や金型の補修事業を手がける。現在は金型事業
に、文書・図面管理システム「デジタルドルフィンズ」の
開発・販売・運営サポートを行うＩＴ事業、整理・整頓・
清掃の３Ｓ活動のコンサルティングを行う教育事業の
３本柱を確立する。主力の金型は自動車部品や建築・
土木用部品、工作機械用部品などの生産で使われ、
高寿命化や２４時間救急補修対応などを強みにする。

̨̏ ʹಈをϕʔε׆
３Ｓ活動は同社の代名詞。「現在の枚岡合金がある

のは３Ｓ活動の展開が大きい。新規事業も３Ｓから
生まれた」と古芝義福社長は断言する。大阪の製造
業仲間と３Ｓを学び合うグループも平成１１年に結成
し、月１回の例会活動を継続。社員満足度の向上
を目標に掲げ、福利厚生の一環でカフェ風の社員
食堂も平成２８年に作った。

事業内容

தظϏδϣϯʹԊͬて
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中小企業庁の「ものづくり補助金」は平成２６年度の「３
次元データに基づいた高精度金型設計及び製作リードタイム
短縮の構築」、平成２７年度の「冷間鍛造部品用超精密異型
金型救急修正サービス」と２年連続で受給した。金型に
加え鍛造部品の試作サービスなど業容拡大を目指す同社
の中期ビジョンに沿って、念入りに準備し申請が通った。

σδλϧͷͮ Γ͘ج൫をඋ
１回目の補助金で３Ｄ（３次元）解析ソフトウエア、３Ｄ

ＣＡＤ／ＣＡＭ、鍛造支援ソフトを導入。金型を３ＤＣＡＤ
で設計し３ＤＣＡＭで最適な生産データを作るデジタル
ものづくり基盤を整備した。関連ソフトを使いこなす
人材も１年かけて育成。２回目の補助金活用で、高精度
のマシニングセンター（ＭＣ）を購入。ハード・ソフト両面
から超精密異型状部品が量産できる金型を作る体制を
目指した。

補助事業

ੜ࢈ϦʔυλΠϜをେ෯ॖ
３ＤＣＡＤ／ＣＡＭなど設計・生産を効率化する

ソフトの導入を機に、金型の製造リードタイムの大幅
短縮に結びつけた。新作の金型なら従来の２５日を
１３・５日に半減し、修正の金型は従来の１５日から
当日―３日以内を実現。３次元設計図面を用いた
顧客との打ち合わせは従来の２次元図面の時に
比べスムーズに進み、承認スピードが早まった。

์ిՃۃి༺をޮੜ࢈
ＣＡＭでの加工は金型製作工程の型彫り放電

加工の際に使用する放電用電極の製造に多用して
いる。ＣＡＭデータの作成はそれまで外注に頼り、
ボトルネック工程となっていたのを、内製化した。
補助金で新規導入した高性能な立型ＭＣの能力も
フルに発揮させ、同電極の生産リードタイムでは
従来比で半減以下を実現。さらに同社の金型で
作った部品を評価する鍛造解析も社内で専用ソフト
で行えるようにした。中小の鍛造・転造メーカーから
の解析依頼が増え、現在は月２０社ほどの受注を
獲得する。ＣＡＭとＭＣの連動は無人運転にも
つなげ、コストダウンに貢献する。

具体的成果

ධՁମ੍を͠てཱ֬
補助金による設備導入で、３ＤＣＡＤ→３ＤＣＡＭ

→ＭＣ加工といった高効率・高品質の金型の生産
体制を整えた今、生産した製品を評価する品質保証
体制も重要となる。高精度な測定ができる装置は
社内では保有していないが、近隣にある東大阪市立
産業技術支援センターを利用して、表面の粗さ測定
など品質保証を確保する。

डୗਪਐݧࢼ։ൃ࡞ࢼ
今後、狙うのはノウハウを蓄積する金型を使った

部品の試作開発や鍛造試験の受託だ。同社の金型
を使って要望通りの部品が生産できるか、解析ニーズ
も高まる。海外にも目を向け、海外鍛造部品メー
カーを対象に課題解決提案サービスの展開も検討
する。
「金型の技術を生かしながら、試作開発業務に

力を入れていく」と古芝社長は強調する。２００近い
納入実績を持つ独自の文書管理・図面管理システム
で磨いたＩＴスキルも武器にして、さまざまなソリュー
ション事業の展開を目指す。各ユーザーの工程に入り
込んだ金型の提案とスピード対応を磨き、差別化を
図り収益向上につなげていく。

今後の戦略

同社の象徴である３Ｓ活動の現場生産効率向上のため導入した高精度ＭＣ

手がける冷間鍛造用金型
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社員満足度の向上を徹底追求している。
社員で７９歳の人がいるが、本人が望めば
いつまでも働ける環境を作りたい。当社は
後３２年で１００周年。その基盤を作るべく
人材育成をしっかりやる。

１００年企業に向けた基盤を作る

代表取締役  古芝 義福
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